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最終審査会にてプレゼンを行う学生たち

ＩＣＴ建機の見学 インフラDXルームでの女性職員による概要説明
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　令
和
６
年
９
月
10
日
に
最
終
審
査
会
が

開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ：
リ
ー
サ
ス
）

等
の
利
活
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
地
域
課
題
の
解
決
ア

イ
デ
ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
地
方

創
生
や
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
心
を
持
つ
地

方
公
共
団
体
職
員
や
学
生
な
ど
、
幅
広
い

所
属
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
、
全
応
募
作
品
15
件
の
う
ち
、

一
次
審
査
を
通
過
し
た
５
チ
ー
ム
が
最
終

審
査
会
へ
進
み
、「
最
優
秀
作
品
賞
」、「
デ
ー

タ
ア
ナ
リ
シ
ス
賞
」、「
ア
イ
デ
ア
賞
」
を

選
出
し
ま
し
た
。

　国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
「
ゴ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
チ
ー
ム
の
「
宮
古
島
を
子
育

て
し
や
す
い
街
に
！
」
は
、
宮
古
島
で
の

子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
、
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
の
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
、
デ
ー
タ
活
用
・
政
策
ア
イ
デ
ア
が

最
も
優
秀
だ
っ
た
と
し
て
最
優
秀
作
品
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　経
済
産
業
部
で
は
、
地
方
公
共
団
体
、

企
業
、
教
育
機
関
な
ど
に
お
け
る
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
利
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
出

前
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　開
発
建
設
部
　技
術
管
理
課
　

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
３
７

女
子
中
学
生
と
女
性
技
術
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

『
女
性
技
術
者
と
行
く
！

  

建
設
業 

し
ご
と
・
み
ら
い
体
感
ツ
ア
ー
』

を
共
同
開
催
し
ま
し
た

　建
設
業
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
就
業

者
の
高
齢
化
や
若
年
者
の
減
少
が
重
な
り
、

担
い
手
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
技
術
者
の
就
業
数
は
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

の
女
性
技
術
職
員
と
県
内
の
女
性
技
術
者

で
作
る
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
け
ん
せ
つ
美
ら
小
町
」

と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
女
子
中
学
生
が

将
来
の
職
業
選
択
肢
と
し
て
「
建
設
業
」

の
仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
県
内

女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
た
現
場
体
験
会

を
８
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
15
組
の
親
子
が
参
加
し
、
沖
縄

総
合
事
務
局
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ル
ー
ム
で
Ｖ

Ｒ
体
験
や
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
事
現
場

で
の
見
学
な
ど
を
実
施
し
、
併
せ
て
、
女

性
技
術
者
自
ら
の
仕
事
を
紹
介
し
、
建
設

業
へ
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
体
験
し
て
、

自
分
も
頑
張
れ
ば
出
来
そ
う
」、「
女
性
も

活
躍
し
て
、
元
気
に
や
っ
て
い
た
の
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　今
後
、
建
設
業
で
の
女
性
技
術
者
の
活

躍
と
次
代
を
担
う
女
性
技
術
者
の
誕
生
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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▼沖縄総合事務局
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受賞者一覧

タイトル 所属 /チーム名

宮古島を子育て
しやすい街に！

国際電子
ビジネス
専門学校 /
ゴレンジャー

最優秀
作品賞

渋滞時間を
「ながら時間」
に

那覇市役所 /
地方自治体
あり方変え隊

データ
アナリシス

賞

名護市の空き家
利活用プロジェ
クト

国際電子
ビジネス
専門学校 /
青椒肉絲

アイデア
賞

第 51回沖縄船員災害防止大会の様子

訪船指導②（衛生設備の確認） 訪船指導①（関係書類の確認）

　例
年
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
ヶ

月
間
は
、
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に
お

け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住
環

境
の
実
現
を
目
指
し
て
、『
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
』
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
待
っ
て
い
る
　家
族
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
の
行
事
を
展
開

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
９
月
２
日
に
那
覇
第
二
地
方

合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
51
回
沖
縄
船
員
災

害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　本
大
会
に
は
約
40
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
船
員
災
害
・
疾
病
の
減

少
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た

大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
那

覇
事
務
所
長
に
よ
る
「
令
和
４
〜
５
年
度

に
南
西
諸
島
で
発
生
し
た
船
舶
事
故
等
か

ら
」
と
い
う
演
題
で
船
舶
事
故
の
未
然
防

止
や
船
員
の
災
害
防
止
等
に
参
考
と
な
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

は
安
全
保
護
具
等
の
展
示
も
行
わ
れ
、
船

舶
の
救
命
設
備
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　月
間
中
は
、
訪
船
指
導
員
が
県
内
の
各

港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面
で

は
転
落
・
墜
落
な
ど
の
事
故
防
止
措
置
、

係
船
索
を
含
む
係
船
設
備
の
点
検
・
保
守

の
周
知
と
、
衛
生
面
で
は
医
薬
品
の
備
え

付
け
状
況
の
確
認
、
飲
料
水
の
管
理
状
況

な
ど
の
点
検
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

　船
員
が
休
職
・
離
職
す
る
こ
と
は
海
運

業
及
び
漁
業
に
と
っ
て
人
的
資
源
の
損
失

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
陸
上
に
比
べ
高
い

船
員
災
害
発
生
率
は
、
若
年
者
に
船
員
と

い
う
職
業
を
敬
遠
さ
せ
る
要
因
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
船

員
の
安
全
衛
生
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及

び
船
員
災
害
防
止
対
策
を
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　運
輸
部
　船
舶
船
員
課

　☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
３
８

令和６年度船員労働
安全衛生月間の実施

第
51
回
沖
縄
船
員
災
害
防
止
大
会

訪
船
指
導
員
に
よ
る
点
検
指
導
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